
部品『爾雅疏』について(野間)

部
品
　
『
爾
雅
疏
』
　
に
　
つ
　
い
て

野
　
間
　
文
　
史

一

は

じ

め

に

本
稿
は
部
品
『
爾
雅
疏
』
の
原
資
料
に
つ
い
て
の
考
察
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
前
稿
『
論
語
正
義
源
流
私
致
』
　
(
本
紀
要
第
五
一
巻
特

輯
号
一
)
と
は
一
連
の
論
考
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
前
稿
は
、
『
論
語
正
義
』
の
原
資
料
が
梁
・
皇
侃
(
四
八
八
-
五
四
五
)

『
論
語
義
琉
』
で
あ
る
と
い
う
通
説
に
対
し
、
先
ず
『
論
語
正
義
』
の
中
に
唐
の
『
五
経
正
義
』
に
一
致
す
る
文
章
が
多
数
あ
る
と
い
う

事
実
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
『
尚
書
正
義
』
・
『
毛
詩
正
義
』
・
『
春
秋
正
義
』
に
共
通
す
る
著
者
に
よ
る
『
論
語
』
注
釈
書
の
存
在
を
想

定
し
た
う
え
で
、
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
隋
・
劉
蝮
の
『
論
語
述
議
』
を
挙
げ
、
こ
れ
が
『
論
語
正
義
』
の
主
要
な
原
資
料
で
あ

る
と
の
仮
説
を
提
出
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

さ
て
本
稿
で
取
り
挙
げ
よ
う
と
す
る
『
爾
雅
疏
』
は
、
『
論
語
正
義
』
・
『
孝
経
疏
』
と
と
も
に
、
北
宋
の
眞
宗
(
在
位
九
九
七
⊥

〇
二
二
)
の
勅
命
を
承
け
、
邪
吊
(
九
三
八
⊥
〇
一
〇
)
を
主
幹
と
し
て
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
引
用
し
た
南
宋
・
王
應

麟
(
一
二
二
三
⊥
二
九
六
)
　
『
玉
海
』
に
よ
れ
ば
、
『
爾
雅
疏
』
は
孫
炎
・
高
増
の
二
人
の
義
疏
に
基
づ
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、

い
ま
さ
ら
そ
の
原
資
料
を
考
察
す
る
必
要
は
無
い
か
に
も
見
え
る
の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
説
に
問
題
が
無
い

わ
け
で
は
な
い
。
前
も
っ
て
本
稿
の
結
論
を
述
べ
る
と
す
る
な
ら
、
『
爾
雅
疏
』
の
原
資
料
は
や
は
り
『
五
経
正
義
』
だ
と
い
う
こ
と
に

な
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
す
で
に
活
儒
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。
た
だ
本
稿
で
引
用
す
る
具
体
例
を
通
し
て
、
『
爾

雅
疏
』
の
性
格
及
び
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
が
よ
り
明
ら
か
に
な
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
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二
　
先
学
の
指
摘

『
玉
海
』
(
巻
四
十
一
・
成
平
孝
経
論
語
の
条
)
　
に
は
「
爾
雅
は
孫
炎
エ
ロ
同
鴫
の
疏
を
取
り
、
約
し
て
之
れ
を
修
む
」
と
述
べ
て
、
『
爾

雅
疏
』
が
二
人
の
義
疏
に
基
づ
い
た
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
記
事
に
は
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
那
昂
自
身
の
手
に
成
る
「
爾

雅
疏
序
」
が
、
数
有
る
『
爾
雅
』
注
の
中
で
郭
瑛
の
も
の
が
最
も
優
れ
て
い
る
こ
と
を
述
べ
た
後
で
、
「
其
の
義
疏
を
焉
る
者
に
は
、
則

ち
俗
間
に
孫
炎
・
高
璃
有
る
も
、
皆
な
浅
近
な
る
俗
儒
に
し
て
師
匠
を
経
ず
」
と
し
て
退
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
に
よ
り
も
編
纂
者

自
身
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
た
も
の
が
原
資
料
で
あ
っ
た
七
は
考
え
ら
れ
な
い
。
我
々
は
『
玉
海
』
の
記
事
に
拠
る
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
。

な
お
二
人
の
義
疏
は
『
宋
史
』
重
文
志
に
「
爾
雅
三
巻
郭
瑛
注
　
　
孫
炎
爾
雅
疏
十
巻
　
　
高
増
爾
雅
疏
七
巻
　
　
邪
昂
爾
雅
疏
十
巻
」

と
し
て
著
録
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
で
は
と
も
に
亡
伏
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
こ
と
を
確
認
す
る
手
だ
て
が
な
い
。
ち
な
み
に
こ
の
孫
炎

は
旧
注
の
作
者
、
貌
・
孫
炎
と
は
同
名
異
人
で
あ
る
。
宋
・
陸
佃
(
一
〇
四
二
-
二
〇
二
)
　
『
坤
雅
』
中
に
数
例
、
「
孫
炎
爾
雅
正
義
」

と
し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
の
が
こ
の
孫
炎
の
義
疏
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
見
る
限
り
邪
丙
疏
と
の
係
わ
り
は
全
く
無
い
。

と
こ
ろ
で
、
『
爾
雅
疏
』
に
引
用
さ
れ
た
郭
瑛
以
外
の
注
釈
書
は
、
邪
昂
当
時
に
は
そ
の
ほ
と
ん
ど
を
亡
侠
し
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、

こ
れ
ら
は
す
べ
て
他
の
文
献
か
ら
の
孫
引
き
に
係
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
現
在
の
輯
侠
書
、
た
と
え
ば
『
玉
函
山
房
輯
侠
書
』
に
収
録

さ
れ
た
『
爾
雅
』
旧
注
を
調
べ
て
み
る
と
、
『
爾
雅
疏
』
所
引
の
も
の
は
、
お
お
む
ね
他
の
文
献
に
も
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で

き
を
つ
ま
り
現
存
す
る
文
献
の
中
に
『
爾
雅
疏
』
の
原
資
料
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
で
あ
る
。
そ
の
主
た
る
文
献
が
五
経
正

義
』
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
の
事
実
は
す
で
に
活
儒
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
っ
た
。

清
朝
考
証
学
は
と
り
わ
け
小
学
研
究
に
多
く
の
業
績
を
挙
げ
た
が
、
経
書
の
字
書
で
あ
る
『
爾
雅
』
に
つ
い
て
も
、
二
つ
の
優
れ
た
著

作
が
我
々
に
遺
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
郡
苦
海
(
一
七
四
三
-
一
七
九
六
)
　
の
『
爾
雅
正
義
』
、
も
う
一
つ
は
邪
法
行
(
一
七
五
五
-
一
八

二
五
)
　
の
『
爾
雅
義
疏
』
で
あ
る
。
先
ず
郡
氏
は
『
爾
雅
琉
』
に
つ
い
て
そ
の
序
文
で
、
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郭
瑛
注
の
た
め
の
義
疏
を
著
作
し
た
も
の
に
は
、
も
と
孫
炎
・
高
樋
の
二
家
が
あ
る
が
、
現
在
で
は
伝
わ
ら
な
い
。
邪
昂
の
『
爾
雅

疏
』
が
宋
初
に
編
纂
さ
れ
た
際
に
は
、
そ
の
多
く
の
説
を
『
毛
詩
正
義
』
中
か
ら
拾
い
集
め
て
、
そ
れ
を
自
己
の
説
と
し
て
し
ま
っ

た
。
ま
ま
『
尚
書
正
義
』
・
『
祀
記
正
義
』
か
ら
採
る
こ
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
で
も
や
は
り
欠
略
が
多
い
。

と
批
評
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
『
爾
雅
疏
』
は
『
毛
詩
正
義
』
を
主
要
な
稿
本
と
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
郡
氏
遺

書
本
『
爾
雅
義
疏
』
に
付
け
ら
れ
た
宋
翔
鳳
(
一
七
七
六
-
一
八
六
〇
)
　
の
序
文
に
は
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し

て
ぴ
き

爾
雅
二
十
篇
は
訓
故
の
淵
海
、
五
経
の
梯
航
で
あ
る
が
、
唐
代
に
至
っ
て
か
ら
は
郭
景
純
の
注
の
み
を
用
い
た
た
め
、
漢
学
は
伝
承

さ
れ
な
か
っ
た
。
末
代
に
な
っ
て
邪
氏
が
『
爾
雅
疏
』
を
編
纂
し
た
が
、
唐
人
の
『
五
経
正
義
』
か
ら
そ
の
説
を
取
り
、
寄
せ
集
め

て
こ
れ
を
完
成
さ
せ
た
も
の
で
、
漢
学
は
い
よ
い
よ
欠
漏
す
る
こ
と
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

と
い
う
記
述
が
あ
る
。
双
方
と
も
に
郭
瑛
以
前
の
旧
注
が
『
爾
雅
疏
』
の
出
現
に
よ
っ
て
失
わ
れ
た
こ
と
、
『
爾
雅
疏
』
に
は
旧
注
が
充

分
に
は
生
か
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
、
そ
し
て
『
爾
雅
疏
』
が
『
五
経
正
義
』
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
等
を
指
摘
し
て
い
る
。

そ
こ
で
こ
の
た
び
筆
者
が
『
爾
雅
疏
』
を
通
読
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
二
つ
の
序
文
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
『
爾
雅
疏
』
の
中
に
『
五
経

正
義
』
の
文
章
と
一
致
・
類
似
す
る
例
を
多
数
見
出
し
得
た
の
で
あ
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
う
ち
か
ら
若
干
例
を
取
り
挙
げ
る
こ
と
に
よ

り
、
『
爾
雅
疏
』
の
性
格
の
一
端
及
び
こ
れ
を
め
ぐ
る
諸
問
題
に
つ
い
て
考
察
し
て
み
た
い
。
そ
の
体
裁
・
方
法
は
前
稿
と
同
じ
。

三
　
尚
書
正
義
と
爾
雅
疏

さ
て
『
五
経
正
義
』
の
順
序
と
し
て
は
先
ず
『
周
易
正
義
』
か
ら
挙
げ
た
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
実
は
今
回
『
周
易
正
義
』
中
か
ら
は

『
爾
雅
疏
』
に
一
致
す
る
例
を
見
出
し
得
な
か
っ
た
。
『
易
』
と
『
爾
雅
』
と
の
関
係
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
周
易
正
義
』

が
名
物
・
訓
話
の
書
と
い
う
よ
り
は
、
む
し
ろ
議
論
の
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
も
、
そ
の
原
因
が
有
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
『
尚
書
正
義
』
か
ら
、
先
ず
は
「
繹
詰
」
篇
の
例
。
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【
爾
雅
疏
-
-
-
可
a
】

犯
奮
果
毅
剋
捷
功
肩
堪
、
勝
也
〔
陵
犯
、
誇
奮
、
果
毅
、
皆
得
勝
也
。
左
侍
日
「
殺
敵
焉
果
」
。
肩
即
剋
耳
。
吉
日
「
西
伯
堪
黎
」
〕

○
犯
著
至
勝
也
○
秤
目
、
皆
謂
得
勝
也
。
舎
人
日
「
肩
、
強
之
勝
也
」
。
孫
炎
日
「
故
、
勝
之
勝
也
」
。
陵
犯
誇
著
、
殺
敵
焉
果
、
致
果

焉
毅
。
起
殺
、
捷
獲
、
有
功
、
肩
起
、
堪
任
、
是
皆
得
勝
也
。

部品『爾雅疏』について(野間)

こ
こ
に
引
用
さ
れ
て
い
る
舎
人
・
孫
炎
二
人
の
旧
注
は
、
お
そ
ら
く
左
指
の
『
尚
書
正
義
』
の
二
箇
所
か
ら
採
録
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

ち
な
み
に
前
掲
の
郡
民
『
爾
雅
正
義
』
・
郁
氏
『
爾
雅
義
疏
』
は
と
も
に
、
旧
注
に
つ
い
て
は
『
爾
雅
疏
』
所
引
に
言
及
す
る
こ
と
な
く
、

直
接
『
五
経
正
義
』
か
ら
の
引
用
の
み
で
そ
の
考
証
を
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
尚
書
正
義
∽
-
-
∞
b
】

朕
不
肩
好
貨
〔
肩
任
也
。
我
不
任
貪
貨
之
人
〕

○
侍
肩
任
至
敬
之
○
正
義
日
、
繹
詰
云
「
肩
勝
也
」
。
舎
人
日
「
肩
、
強
之
勝
也
」
。
強
能
勝
重
、
是
堪
任
之
義
、
故
焉
任
也
。

【
尚
書
正
義
-
0
-
-
N
a
】

作
西
伯
戟
黎
〔
戟
亦
勝
也
〕

〇
倍
戟
亦
勝
也
○
正
義
日
、
「
戟
勝
」
梓
論
文
。
孫
炎
日
「
蹴
、
強
之
勝
也
」
。

た
だ
し
右
の
よ
う
な
旧
注
だ
け
の
出
典
と
し
て
の
例
ま
で
挙
げ
る
と
な
る
と
、
そ
の
数
は
膨
大
な
も
の
と
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
本

稿
で
『
爾
雅
疏
』
と
『
五
経
正
義
』
が
一
致
す
る
例
と
し
て
挙
げ
る
の
は
、
そ
の
前
後
の
文
章
を
も
含
め
て
一
致
・
類
似
す
る
も
の
に
限

る
こ
と
と
し
た
(
そ
の
境
界
線
が
曖
味
な
こ
と
も
あ
る
が
)
。
そ
の
よ
う
な
例
だ
け
を
取
り
挙
げ
る
と
、
『
尚
書
正
義
』
中
に
は
七
例
は
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ど
見
出
し
得
た
。
も
っ
と
も
こ
れ
ら
が
「
垂
貝
」
篇
の
み
に
集
中
し
て
い
る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
ど
う
や
ら
『
爾
雅
疏
』
は
『
尚
書
正
義
』

中
か
ら
ま
ん
べ
ん
に
採
録
し
た
も
の
で
は
な
さ
そ
う
で
あ
る
。
一
例
だ
け
「
繹
鳥
」
篇
と
一
致
す
る
も
の
を
挙
げ
よ
う
。

【
尚
書
正
義
の
ー
N
∽
a
】

導
沼
白
鳥
鼠
同
穴
〔
烏
鼠
共
焉
雌
雄
、
同
穴
虞
此
山
、
遂
名
山
日

鳥
鼠
。
清
水
出
焉
〕

〇
倍
烏
鼠
至
出
焉
○
正
義
日
、

繹
烏
云
「
鳥
鼠
同
穴
、
其
鳥
焉
鍋
、
其
鼠
馬
場
」
。

李
巡
日
「
埼
昭
鳥
鼠
之
名
、
共
庭
一
穴
、
天
性
然
也
」
。

郭
瑛
日
「
蝿
如
人
家
鼠
而
短
足
。
鶏
似
韻
而
小
、
黄
黒
色
。
穴
入

地
三
四
尺
。
鼠
在
内
、
鳥
在
外
。
今
在
院
西
首
陽
解
、
有
烏
鼠
同

穴
山
。
　
尚
書
孔
侍
云
、
共
焉
雄
雌
。
張
氏
地
理
記
云
、
不
焉

牝
牡
」
。
　
瑛
並
載
此
言
、
未
知
誰
得
　
賓
也
。
…
…
…

【
爾
雅
疏
-
0
-
の
b
】

鳥
鼠
同
穴
、
其
鳥
貝
輿
其
鼠
鵠
亀
〔
粟
如
人
家
鼠
而
短
尾
。
鮨

似
韻
而
小
、
黄
黒
色
。
穴
入
地
三
四
尺
。
鼠
在
内
、
烏
在
外
。
今

在
陳
西
首
陽
鯖
烏
鼠
同
穴
山
中
。
孔
氏
尚
書
侍
云
、
共
鵠
雄
雌
。

張
氏
地
理
記
云
、
不
鵠
牝
牡
〕

○
鳥
鼠
同
穴
其
鳥
貝
節
其
鼠
馬
場
○
繹
日
、
尚
書
垂
貝
云
「
導
沼

白
鳥
鼠
同
穴
」
、
不
言
鳥
獣
之
名
、
故
此
繹
之
也
。

李
巡
云
「
如
粟
鳥
鼠
之
名
、
共
虞
一
穴
、
天
性
然
也
」
。

郭
　
云
「
昭
如
人
家
鼠
而
短
尾
。
熔
似
鶴
而
小
、
黄
黒
色
。
穴
大

地
三
四
尺
。
鼠
在
内
、
烏
在
外
。
今
在
陳
西
首
陽
願
、
.
烏
鼠
同

穴
山
中
。
孔
氏
尚
書
侍
云
、
共
烏
雄
雌
。
張
氏
地
理
記
云
、
不
鵠

牝
牡
」
。
郭
氏
並
載
此
言
、
未
知
誰
得
其
賓
也
。

こ
の
例
で
は
、
「
李
巡
」
以
下
の
文
章
が
一
致
す
る
。
つ
ま
り
『
爾
雅
疏
』
は
『
尚
書
正
義
』
を
そ
の
ま
ま
「
繹
鳥
」
解
釈
の
文
章
と

し
て
襲
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
『
爾
雅
疏
』
の
文
章
に
は
無
く
も
が
な
の
郭
瑛
注
を
そ
の
ま
ま
残
し
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
な
ぜ
こ
う
い
う
の
か
と
い
え
ば
、
た
と
え
ば
『
四
庫
提
要
』
が
、
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か
さ

惟
だ
既
に
注
文
を
列
す
る
に
、
し
か
も
疏
中
に
時
に
其
の
文
を
複
ね
て
述
べ
、
但
だ
「
郭
注
云
々
」
と
日
ふ
の
み
に
て
、
一
字
を
も

あ
る

異
に
せ
ず
、
亦
た
更
に
別
に
一
語
を
も
下
さ
ざ
る
は
、
殆
ど
解
す
べ
か
ら
ず
。
豊
ひ
は
其
の
初
め
、
疏
は
注
と
別
行
せ
し
か
。
今
は

未
だ
原
刻
を
見
ざ
れ
ば
、
復
た
考
ふ
べ
か
ら
ず
。

と
い
う
疑
問
を
投
げ
か
け
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
例
の
よ
う
に
郭
注
を
重
言
し
た
形
に
見
え
る
の
は
、
『
爾
雅
疏
』
が
『
五

経
正
義
』
の
文
章
を
そ
の
ま
ま
襲
用
し
た
と
い
う
成
立
の
事
情
の
し
か
ら
し
む
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
の
だ
。
『
提
要
』
は
そ
の
事
情
に
気

付
い
て
い
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
『
爾
雅
疏
』
が
本
来
注
文
と
別
行
し
て
い
た
が
た
め
に
郭
注
の
全
文
を
引
用
し
た
の
で
は
な
い
。

な
お
前
稿
で
も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
本
末
の
関
係
に
あ
る
『
五
経
正
義
』
せ
邪
昂
疏
と
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
を
互
い
の
校
勘
の

資
料
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
ろ
う
。
活
儒
、
浦
鎧
(
?
⊥
七
六
二
)
の
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
　
(
『
四
庫
珍
本
初
集
』

所
収
で
は
沈
廷
芳
(
一
七
〇
二
⊥
七
七
二
)
撰
)
は
こ
れ
を
充
分
に
活
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
例
で
浦
氏
は
巻
五
・
尚
書
注
疏
の
条

に
お
い
て
、

「
今
在
随
西
首
陽
願
烏
鼠
同
穴
山
中
」
　
「
願
」
下
宿
「
有
」
字
、
「
中
」
字
脱
。

「
未
知
誰
得
其
寅
也
」
　
脱
「
其
」
字
。

と
校
訂
し
て
い
る
(
原
文
の
圏
点
を
参
照
)
。
つ
ま
り
邪
昂
が
見
た
『
尚
書
正
義
』
が
、
こ
の
条
に
関
す
る
限
り
、
現
行
の
『
尚
書
正
義
』

よ
り
も
正
し
い
形
を
保
っ
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
も
っ
と
も
こ
の
条
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
氏
「
讃
尚
書
注
疏

記
」
　
(
全
集
本
二
一
巻
)
　
に
よ
っ
て
、

「
疏
今
在
糀
西
首
陽
煤
有
烏
鼠
同
穴
山
」
　
浦
氏
慮
氏
は
爾
雅
疏
に
掠
っ
て
今
在
糀
西
首
陽
煤
烏
鼠
同
穴
山
中
に
改
め
る
。
案
ず
る

に
此
の
疏
の
在
字
も
上
の
柁
潜
既
道
の
疏
及
び
原
限
度
続
の
疏
の
在
字
と
義
を
同
じ
く
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
邪
琉
は
此
の
疏
を
襲
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い
な
が
ら
其
の
詞
気
に
通
ぜ
ず
し
て
増
損
を
鵠
し
た
も
の
と
党
し
い
。
邪
に
接
っ
て
此
の
疏
を
改
む
る
は
却
っ
て
非
で
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
否
定
さ
れ
て
は
い
る
。
吉
川
氏
は
ま
た
別
の
論
考
で
浦
氏
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
を
批
評
し
て
、
「
資
料
的
に
は
不
備
で

あ
る
が
、
そ
う
し
た
不
備
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
よ
く
孔
疏
の
原
形
を
探
り
あ
て
て
い
る
所
が
あ
り
、
思
索
の
精
、
服
す
べ
き
も
の
が
あ

・
る
。
た
だ
あ
ま
り
に
臆
改
に
過
ぎ
る
個
所
が
あ
る
の
は
、
そ
の
欠
点
で
あ
る
。
(
「
東
方
文
化
研
究
所
経
学
文
学
研
究
室
毛
詩
正
義
校
定

資
料
解
説
」
全
集
本
十
巻
)
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る
。
た
だ
,
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
を
瞥
見
し
て
み
る
と
、
浦
氏
は
改
訂
の
根
拠
を
挙
げ

な
い
こ
と
が
よ
く
あ
り
、
こ
の
例
も
や
は
り
そ
れ
で
、
『
爾
雅
疏
』
に
拠
っ
て
校
訂
し
た
こ
と
を
明
言
し
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
一
概

に
臆
改
と
は
言
え
な
い
場
合
も
中
に
は
有
る
の
で
は
な
い
か
。
筆
者
は
前
掲
の
吉
川
氏
の
言
葉
に
も
拘
ら
ず
、
こ
こ
で
は
浦
氏
の
校
訂
が

正
し
い
と
考
え
る
。
と
い
う
の
も
、
吉
川
氏
の
い
う
よ
う
な
増
損
を
な
す
ほ
ど
に
は
、
邪
晶
は
『
五
経
正
義
』
の
文
章
・
文
意
に
手
を
加

え
て
い
な
い
、
と
い
う
の
が
筆
者
の
印
象
だ
か
ら
で
あ
る
。
邪
昂
が
い
か
な
る
箇
所
に
手
を
入
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
後
述
の
例
か
ら
も

お
い
お
い
と
了
解
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。

四
　
桂
記
正
義
と
爾
雅
疏

次
い
で
『
祀
記
正
義
』
に
移
る
。
『
爾
雅
疏
』
が
『
踵
記
正
義
』
に
一
致
す
る
例
と
し
て
、
全
部
で
六
例
が
有
る
。
『
躍
記
正
義
』
の

分
量
か
ら
す
れ
ば
、
『
尚
書
正
義
』
よ
り
は
る
か
に
少
な
い
と
い
え
よ
う
。
た
だ
し
そ
の
中
の
「
繹
天
」
篇
に
一
致
す
る
一
例
は
極
め
て

長
文
で
あ
る
。
紙
幅
の
都
合
で
こ
れ
を
引
用
で
き
な
い
が
、
『
爾
雅
疏
』
巻
六
の
「
繹
天
」
冒
頭
は
、
院
刻
本
で
最
初
の
一
葉
か
ら
三
乗

を
終
え
る
ま
で
、
字
数
に
し
て
お
よ
そ
二
六
〇
〇
字
前
後
、
多
少
文
章
の
順
序
が
入
れ
替
わ
っ
た
と
こ
ろ
、
省
略
し
た
と
こ
ろ
は
あ
る
が
、

こ
れ
が
『
檀
記
正
義
』
巻
十
四
「
月
令
」
篇
冒
頭
の
二
・
三
・
四
葉
ま
で
に
そ
の
ま
ま
一
致
す
る
の
で
あ
る
。
前
稿
で
も
『
論
語
正
義
』

と
『
祀
記
正
義
』
が
七
百
六
十
字
に
亘
っ
て
一
致
す
る
例
を
挙
げ
た
が
、
こ
れ
は
ゆ
う
に
そ
の
三
倍
以
上
に
も
及
ぶ
長
文
で
あ
る
。
こ
れ

だ
け
の
文
章
を
そ
っ
く
り
そ
の
ま
ま
『
爾
雅
疏
』
と
し
て
し
ま
う
と
は
、
ま
こ
と
に
驚
く
べ
き
所
行
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
『
爾
雅
疏
』



編
纂
の
実
態
を
象
徴
す
る
も
の
だ
と
い
え
よ
う
か
。

こ
れ
以
外
の
例
と
し
て
一
つ
だ
け
、
「
王
制
」
篇
と
「
繹
地
」
篇
と
が
一
致
す
る
例
を
挙
げ
る
に
止
め
た
い
。

部品『爾雅疏』について(野間)

【
躍
記
正
義
-
N
-
N
∞
a
・
b
】

中
國
戎
夷
五
方
之
民
、
皆
有
性
也
。
東
方
日
夷
。
…
…
南
方
日
蟹
。

…
…
西
方
自
戒
。
…
…
北
方
日
独
。
…
…

○
中
國
至
日
譚
○
正
義
日
…
…

「
東
方
謂
之
夷
」
者
、
風
俗
通
云
「
東
方
人
好
生
。
萬
物
砥
鰯
地

而
出
。
夷
者
砥
也
。
其
類
有
九
」
。

依
東
夷
侍
九
種
。

一
日
玄
克
。
二
日
楽
浪
。
三
日
高
塀
。
四
日
満
飾
。
五
日
長
里
。

六
日
索
家
。
七
日
東
屠
。
八
日
倭
人
。
九
日
天
部
。

「
南
方
日
攣
」
者
、
風
俗
通
云
「
君
臣
同
川
而
浴
、
極
烏
簡
侵
。

蜃
者
慢
也
。
其
類
有
八
」
。

李
巡
注
爾
雅
云
「
一
日
天
竺
。
二
日
咳
首
。
三
日
條
焼
。
四
日
披

踵
。
五
日
穿
胸
。
六
日
憺
耳
。
七
日
狗
軟
。
八
日
芳
春
」
。

「
西
方
自
戒
」
者
、
風
俗
通
云
「
斬
伐
殺
生
、
不
得
其
中
。
戎
者

【
爾
雅
疏
↓
-
∽
a
・
b
】

九
夷
八
狭
七
戎
六
攣
、
謂
之
四
海
〔
九
夷
在
東
、
八
秋
在
北
、
七

戎
在
西
、
六
蟹
在
南
。
次
四
荒
者
〕

○
注
九
夷
至
荒
者
○
秤
目
、
知
在
東
西
南
北
者
、
以
曲
祀
石
「
其

在
東
夷
北
狭
西
戎
南
攣
、
雄
大
日
子
」
故
也
。

案
風
俗
通
云
「
東
方
人
好
生
。
萬
物
砥
鰯
地

而
出
。
夷
者
低
也
。
其
類
有
九
」
。

依
東
夷
侍
九
種
。
日
吠
夷
二
夷
・
方
夷
・
黄
夷
・
白
夷
・
赤
夷
・

玄
夷
・
風
夷
・
陽
夷
。

又
一
日
玄
克
。
二
日
楽
浪
。
三
日
高
城
。
四
日
蒲
飾
。
五
日
苑
更
。

六
日
索
家
。
七
日
東
屠
。
八
日
倭
人
。
九
日
天
部
。

蟹
者
、
　
　
　
　
風
俗
通
云
「
君
臣
同
川
而
浴
、
極
貧
簡
侵
。

攣
者
憬
也
。
其
類
有
八
」
。

李
巡
　
　
云
「
一
日
天
竺
。
二
日
咳
首
。
三
日
條
位
。
四
日
披

踵
。
五
日
穿
胸
。
六
日
憺
耳
。
七
日
狗
軌
。
八
日
芳
春
」

戎
者
、
　
　
　
　
風
俗
通
云
「
斬
伐
殺
生
、
不
得
其
中
。
戎
者
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兇
也
。
其
類
有
六
」
。

李
巡
注
爾
雅
云
「
一
日
焼
夷
。
二
日
戎
央
。
三
日
老
白
。
四
日
舌

先
。
五
日
鼻
息
。
六
日
天
剛
」
。

「
北
方
日
独
」
者
、
風
俗
通
云
「
父
子
捜
奴
、
同
穴
無
別
。
.
狭
者

辞
也
。
其
行
邪
辞
。
其
類
有
五
」
。

李
巡
往
爾
雅
云
「
一
日
月
支
。
二
日
税
額
。
三
日
旬
奴
。
四
日
里

子
。
五
日
白
屋
」
。

兇
也
。
其
類
有
六
」

李
巡
　
　
云
「
一
日
債
夷
。
二
日
戎
夫
。
三
日
老
白
。
四
日
善

美
。
五
日
鼻
息
。
六
日
天
剛
」
。

秋
者
、
　
　
　
　
風
俗
通
云
「
父
子
妓
叔
、
同
穴
無
別
。
秋
者

辞
也
。
其
行
邪
辞
。
其
類
有
五
」
。

李
巡
　
　
云
「
一
日
月
支
。
二
日
積
語
。
三
日
旬
奴
。
四
日
軍

干
。
五
日
目
屋
」
。

案
李
巡
所
注
爾
雅
本
、
「
謂
之
四
海
」
下
、
吏
三
句
云
「
八
蟹
在

南
方
、
六
戎
在
西
方
、
五
秋
在
北
方
」
、
故
得
此
解
。
孫
炎
郭
氏

諸
本
皆
無
此
三
句
。

両
者
を
見
比
べ
て
み
る
と
、
先
ず
『
祀
記
正
義
』
で
「
李
巡
注
爾
雅
云
」
と
あ
る
の
が
、
『
爾
雅
疏
』
で
は
「
李
巡
云
」
と
書
き
改
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
つ
ま
り
『
爾
雅
疏
』
で
は
『
爾
雅
』
の
疏
と
し
て
の
体
裁
を
撃
見
る
た
め
に
、
不
必
要
な
部
分
が
削
除
さ

れ
、
手
直
し
が
施
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
の
部
分
に
テ
キ
ス
ト
の
異
同
に
つ
い
て
の
記
述
が
付
け
加
え
ら
れ
た
。
お
そ
ら
く
邪
昂
に

よ
る
増
損
は
、
こ
の
程
度
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
か
と
予
想
さ
れ
る
。
い
う
な
れ
ば
必
要
最
小
限
度
の
修
正
で
あ
る
。

も
う
一
点
、
『
爾
雅
疏
』
の
方
が
「
東
夷
侍
」
以
下
に
一
文
多
い
こ
と
に
気
が
付
く
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
院
元
「
躍
記
疏
校
勘

記
」
に
よ
る
と
、
段
玉
裁
は
『
後
漢
書
』
を
根
拠
と
し
て
、
「
九
種
」
の
下
に
「
日
吠
夷
干
夷
方
夷
黄
夷
白
夷
赤
夷
玄
夷
風
夷
陽
夷
。
李

巡
注
爾
雅
云
」
の
二
十
五
字
を
補
う
べ
き
だ
と
い
う
し
、
慮
文
相
は
『
爾
雅
疏
』
を
根
拠
と
し
て
、
「
依
東
夷
侍
、
夷
有
九
種
。
日
吠
夷

干
夷
方
夷
黄
夷
白
夷
赤
夷
玄
夷
風
夷
陽
夷
」
に
作
る
べ
き
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
慮
氏
は
浦
氏
に
拠
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
、
浦
氏
も
ま
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た
同
様
の
校
訂
を
施
し
て
い
る
。
あ
る
い
は
吉
川
氏
の
い
わ
ゆ
る
臆
改
の
例
で
あ
る
か
も
知
れ
な
い
が
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
邪
昂
の
増

損
に
係
る
部
分
は
そ
れ
ほ
ど
無
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
予
想
か
ら
す
れ
ば
、
浦
氏
等
の
よ
う
に
『
爾
雅
疏
』
を
根
拠
と
し
て
『
躍
記

正
義
』
を
校
訂
す
る
こ
と
に
も
説
得
力
が
有
る
よ
う
に
筆
者
に
は
田
心
え
る
。

五
　
春
秋
正
義
と
爾
雅
疏

次
は
『
春
秋
正
義
』
で
あ
る
。
郡
背
面
は
『
毛
詩
正
義
』
の
は
か
に
は
『
尚
書
正
義
』
　
(
こ
れ
は
七
例
で
あ
っ
た
)
と
『
祀
記
正
義
』

(
こ
れ
は
六
例
)
を
挙
げ
る
の
み
で
『
春
秋
正
義
』
皇
一
日
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
『
春
秋
正
義
』
の
中
か
ら
は
こ
の
二
つ
の
『
正
義
』
よ
り

も
多
く
、
⊥
夫
に
二
十
二
例
を
見
出
し
得
た
。
郡
氏
が
こ
れ
に
言
及
し
な
い
の
は
不
可
解
で
あ
る
。
先
ず
「
繹
叡
」
篇
に
一
致
す
る
例
を
挙

げ
る
こ
と
と
す
る
。

【
春
秋
正
義
N
-
-
○
∞
b
】

犀
見
尚
多

○
犀
党
尚
多
○
正
義
日
、

繹
獣
云
「
犀
似
家
」
。

郭
瑛
日
「
形
似
水
牛
、
緒
頭
大
腹
痺
脚
、
脚
有
三
蹄
、
黒
色
三
角
、

一
在
頂
上
、
一
在
朝
上
、
一
在
鼻
上
、
鼻
上
者
　
食
角
也
。
小
而

不
楯
。
好
食
頼
。
亦
有
一
角
者
」
。

劉
款
期
交
州
記
日
「
犀
出
九
徳
。
毛
似
家
、
蹄
有
甲
。
頭
似
馬
」
。

A
【
爾
雅
疏
-
0
-
-
の
b
】

犀
似
家
〔
形
似
水
牛
、
猪
頭
大
腹
痺
脚
、
脚
有
三
蹄
、
黒
色
三
角
、

一
在
頂
上
、
一
在
朝
上
、
一
在
鼻
上
、
鼻
上
者
即
金
角
也
。
小
而

不
精
。
好
食
耕
。
亦
有
一
角
者
〕

○
犀
似
家
○
繹
日
、

郭
　
云
「
形
似
水
牛
、
緒
頭
大
腹
痺
脚
、
脚
有
三
蹄
、
黒
色
三
角
、

一
在
頂
上
、
一
在
額
上
、
一
在
鼻
上
、
鼻
上
者
即
金
角
也
。
小
而

不
楕
〔
音
堕
〕
。
好
食
頼
。
亦
有
一
角
者
」
。

劉
欣
些
父
州
記
日
「
犀
出
九
徳
。
毛
如
家
、
蹄
有
甲
。
頭
似
馬
」
。
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呉
録
地
理
志
云
「
武
陵
玩
南
麻
以
南
皆
有
犀
」
。

繹
獣
石
「
兇
似
牛
」
。
郭
瑛
云
「
一
角
青
色
、
重
千
斤
」
。
.

説
文
云
「
兄
如
野
牛
、
育
毛
。
其
皮
堅
厚
、
可
制
鎧
」
。

交
州
記
日
「
兇
出
九
徳
。
有
一
角
、
角
良
三
尺
飴
。
形
如
馬
鞭
柄
」
。

呉
録
地
理
志
云
「
武
陵
阪
南
麻
以
南
皆
有
犀
」
。

B
【
爾
雅
疏
〓
-
-
の
a
】

兄
似
牛
〔
一
角
青
色
、
重
千
斤
〕

○
兄
似
牛
○
秤
目
、
郭
云
「
一
角
青
色
、
垂
千
斤
」
。

説
文
云
「
兄
如
野
牛
、
育
毛
。
其
皮
堅
厚
、
可
制
鎧
」
。

交
州
記
日
「
兇
出
九
徳
。
有
一
角
、
角
長
三
尺
飴
。
形
如
馬
鞭
柄
」

是
也
。

右
の
例
の
『
春
秋
正
義
』
は
一
連
の
文
章
で
、
省
略
は
な
い
。
一
方
『
爾
雅
疏
』
は
二
箇
所
A
・
B
が
こ
れ
に
対
応
す
る
の
で
あ
る
が
、

『
爾
雅
疏
』
の
本
来
の
順
序
と
し
て
は
B
I
A
で
、
し
か
も
こ
れ
は
連
続
し
て
い
る
。
つ
ま
り
『
春
秋
正
義
』
で
は
「
犀
」
・
「
兄
」
の

順
に
説
明
し
て
い
る
が
、
『
爾
雅
』
本
文
は
「
兄
」
・
「
犀
」
の
順
だ
と
い
う
こ
と
。
そ
の
た
め
『
春
秋
正
義
』
を
『
爾
雅
疏
』
に
編
成

し
直
し
た
際
に
、
少
し
不
自
然
な
箇
所
が
生
じ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
『
春
秋
正
義
』
で
は
二
度
ほ
ど
劉
散
期
〔
宋
本
作
欣
〕
　
『
交

州
記
』
を
引
用
す
る
が
、
後
の
「
兄
」
の
説
明
の
部
分
で
は
著
者
名
を
挙
げ
ず
、
書
名
だ
け
を
記
す
に
と
ど
め
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
、

他
方
『
爾
雅
疏
』
の
場
合
は
先
ず
書
名
の
み
が
有
り
、
後
で
著
者
・
書
名
を
挙
げ
る
と
い
う
不
手
際
を
示
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

い
う
点
か
ら
し
て
も
、
邪
高
が
施
し
た
『
五
経
正
義
』
か
ら
『
爾
雅
疏
』
へ
の
編
成
し
直
し
作
業
の
実
態
が
推
し
量
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
は
『
爾
雅
疏
』
と
し
て
の
体
裁
を
繕
う
た
め
の
必
要
最
小
限
度
の
修
正
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
こ
の
例
で
も
、
郭
瑛
注
は
『
爾
雅

疏
』
に
は
不
必
要
で
あ
る
。
も
う
一
例
、
「
繹
天
」
篇
の
例
を
挙
げ
よ
う
。
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【
春
秋
正
義
∽
-
N
-
b
】

故
春
蒐
夏
苗
秋
用
冬
狩
〔
蒐
索
搾
取
不
学
者
。
苗
馬
首
除
害
也
。

相
殺
也
。
以
殺
雷
名
、
順
秋
気
也
。
狩
国
取
也
。
冬
物
畢
成
。
獲

則
取
之
、
無
所
持
也
。
〕

○
注
蒐
索
至
揮
也
○
正
義
日
、

邪萬『爾雅疏』について(野間)

爾
雅
繹
天
、
四
時
之
狙
名
輿
此
同
。
説
者
皆
如
此
注
、
故
杜
依
用

之
。

周
祀
大
司
馬
職
「
中
春
教
振
旅
、
遂
以
蒐
田
。
中
夏
教
茨
会
、
遂

以
苗
田
。
中
秋
教
治
兵
、
遂
以
禰
田
。
中
冬
教
大
閲
、
遂
以
狩
田
」
。

其
名
亦
輿
此
同
。
鄭
玄
解
苗
田
、
輿
此
小
異
。

言
「
搾
取
不
卒
任
者
」
、
若
治
百
去
不
秀
富
者
。
孫
炎
亦
然
。

桓
四
年
公
羊
侍
日
「
春
日
苗
、
秋
日
蒐
、
冬
日
狩
」
、
三
名
既
輿

祀
異
、
又
複
夏
時
不
田
。

穀
梁
侍
日
「
四
時
之
田
、
皆
践
宗
廟
之
事
也
。
春
日
田
、
夏
日
苗
、

秋
日
蒐
、
冬
日
狩
」
皆
輿
祀
異
者
、
良
由
微
言
既
絶
、
曲
舛
妄
生
。

【
爾
雅
疏
の
-
g
b
こ
↓
a
】

春
猟
焉
蒐
〔
捜
索
取
不
任
者
〕
夏
独
房
苗
〔
烏
苗
稼
除
害
〕
秋
機

雷
禰
〔
順
殺
気
也
〕
冬
猟
焉
狩
〔
得
獣
取
之
、
無
所
揮
〕

○
春
狙
至
講
武
○
秤
目
、
此
説
田
独
習
武
之
事
也
。

云
「
春
機
焉
蒐
、
夏
猟
烏
苗
、
秋
猟
貧
相
、
冬
機
雷
狩
」
者
、
此

四
時
田
狙
之
名
也
。

郭
云
「
蒐
捜
索
取
不
任
者
、
苗
馬
首
稼
除
害
、
禰
順
殺
気
也
、
狩

得
獣
取
之
、
無
所
持
」
。

隠
五
年
左
博
文
輿
此
同
。
杜
注
云
「
蒐
索
搾
取
不
学
者
。
百
雷
苗

除
害
也
。
捕
殺
也
。
以
殺
雷
名
、
順
秋
気
也
。
狩
国
取
也
。
冬
物

畢
成
。
獲
則
取
之
、
無
所
持
也
」
。

周
躍
大
司
馬
職
「
中
春
教
振
旅
、
遂
以
蒐
田
。
中
夏
教
委
合
、
遂

以
苗
田
。
中
秋
教
治
兵
、
遂
以
相
田
。
中
冬
教
大
閲
、
遂
以
狩
田
」
。

其
名
亦
輿
此
同
。
鄭
玄
解
苗
田
、
輿
此
小
異
。

言
「
搾
取
不
学
任
者
」
、
若
治
苗
去
不
秀
蜜
者
。
孫
炎
亦
然
。

桓
四
年
公
羊
侍
日
「
春
日
苗
、
秋
日
蒐
、
冬
日
狩
」
、
三
名
既
輿

穏
異
、
又
複
夏
時
不
田
。

穀
梁
侍
日
「
四
時
之
田
、
皆
焉
宗
廟
之
事
也
。
春
日
田
、
夏
日
苗

秋
日
克
、
冬
日
狩
」
皆
輿
躍
異
者
、
良
由
微
言
既
絶
、
曲
桝
妄
生
。



邪昂『爾雅疏』について(野間)

丘
明
親
受
聖
師
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
故
祝
典
祀
合
。

漢
代
古
學
不
行
、
明
帝
集
諸
學
士
、
作
白
虎
通
義
。
因
穀
梁
之
文
、

露
之
生
説
日
「
王
者
諸
侯
所
以
田
狙
何
、
萎
田
除
害
、
上
以
共
宗

廟
、
下
以
簡
集
士
衆
也
。
春
謂
之
田
何
、
春
歳
之
本
、
學
本
名
而

言
之
也
。
夏
謂
之
苗
何
、
揮
其
懐
任
者
也
。
秋
謂
之
蒐
何
、
蒐
索

肥
者
也
。
冬
謂
之
狩
何
、
守
地
而
取
之
也
。
四
時
之
田
、
紐
名
扇

田
何
、
践
田
除
害
也
」
。

案
苗
非
懐
任
之
名
、
何
云
「
揮
去
懐
任
」
。
秋
獣
轟
皆
不
疫
、
何

云
「
蒐
索
取
肥
」
。
雄
名
通
義
、
義
不
通
也
。

故
先
儒
皆
依
周
祀
左
侍
爾
雅
之
文
、
而
焉
之
説
。
其
名
亦
有
意
焉
。

雄
複
春
機
、
獲
則
取
之
、
不
能
搾
取
不
卒
。
夏
猟
所
取
無
多
、
不

能
焉
苗
除
害
。
因
時
異
而
欒
文
耳
。

謂
之
狙
者
、
蕪
歳
月
令
章
句
云
「
猟
者
捷
取
之
名
也
」
。

左
丘
明
親
受
聖
師
、
爾
雅
者
、
或
云
子
夏
所
作
。
故
二
者
興
渡
合
。

漢
代
古
學
不
行
、
明
帝
集
諸
學
士
、
作
白
虎
通
義
。
因
穀
梁
之
文

焉
之
、
其
説
日
「
王
者
諸
侯
所
以
田
狙
何
、
馬
首
除
害
、
上
以
共

宗
廟
、
下
以
簡
集
士
衆
也
。
春
謂
之
田
何
、
春
歳
之
本
、
學
本
名

而
言
之
也
。
夏
謂
之
苗
何
、
′
揮
去
懐
任
者
也
。
秋
謂
之
蒐
何
、
蒐

索
肥
者
也
。
冬
謂
之
狩
何
、
守
地
而
取
之
也
。
四
時
之
田
、
紐
名

扇
田
何
、
焉
田
除
害
也
」
。

案
苗
非
懐
任
之
名
、
何
云
「
揮
去
懐
任
」
。
秋
教
義
皆
不
疫
、
何

云
「
蒐
索
取
肥
」
。
錐
名
通
義
、
義
不
通
也
。

故
先
儒
皆
依
周
祀
左
侍
爾
雅
之
文
、
而
璃
之
説
。
其
名
亦
有
意
焉
。

雄
復
春
狙
、
獲
則
取
之
、
不
能
搾
取
不
卒
。
夏
猟
所
取
無
多
、
不

能
焉
苗
除
害
。
因
時
異
而
欒
文
耳
。

謂
之
撤
者
、
桑
邑
月
令
章
句
云
「
猟
者
捷
取
之
名
也
」
。

13

こ
の
例
で
は
、
文
字
の
若
干
の
異
同
・
郭
瑛
注
の
重
言
の
問
題
は
さ
て
お
き
、
『
春
秋
正
義
』
を
『
爾
雅
疏
』
の
文
章
と
し
て
修
正
し

て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
『
春
秋
正
義
』
で
は
、
『
左
侍
』
　
「
独
り
」
が
『
周
祀
』
と
一
致
す
る
が
、
『
公
羊
侍
』
と
『
穀

梁
侍
』
が
こ
れ
に
合
わ
な
い
理
由
を
、
『
左
侍
』
の
著
者
左
丘
明
が
直
接
孔
子
か
ら
伝
授
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
の
に
対

し
、
こ
れ
を
承
け
た
『
爾
雅
疏
』
で
は
、
『
爾
雅
』
が
孔
子
直
弟
子
の
子
夏
の
著
作
で
あ
る
と
い
う
説
を
挙
げ
、
そ
れ
ゆ
え
『
左
侍
』
・

『
爾
雅
』
の
「
二
者
」
が
『
周
祀
』
に
合
致
す
る
の
だ
、
と
い
う
よ
う
に
補
足
修
正
を
施
し
て
い
る
。
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六
　
毛
詩
正
義
と
爾
雅
疏

最
後
に
『
毛
詩
正
義
』
で
あ
る
。
す
で
に
郡
氏
が
『
毛
詩
正
義
』
の
名
を
最
初
に
挙
げ
て
い
た
よ
う
に
、
『
爾
雅
疏
』
は
そ
の
多
く
を

『
毛
詩
正
義
』
に
拠
っ
て
い
る
。
筆
者
は
そ
の
数
八
十
七
例
を
見
出
し
得
た
。
こ
れ
は
『
爾
雅
』
が
経
書
の
中
で
も
と
り
わ
け
『
毛
詩
』

と
密
接
な
関
係
に
あ
る
こ
と
に
も
拠
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
付
録
「
爾
雅
注
疏
引
書
表
」
を
参
照
さ
れ
た
い
。
郭
瑛
注
の
引

書
の
す
べ
て
が
『
爾
雅
』
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
文
字
の
出
典
だ
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
が
、
『
毛
詩
』
の
一
八
三
例
は
、
『
爾
雅
』
と
『
毛

詩
』
と
の
関
係
の
深
さ
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
も
あ
っ
て
か
『
毛
詩
正
義
』
と
『
爾
雅
疏
』
の
一
致
す
る
例
の
数
は
多
い
。
こ
れ
に

三
節
の
『
尚
書
正
義
』
の
項
の
冒
頭
に
挙
げ
た
例
の
よ
う
な
、
旧
注
だ
け
の
出
典
と
し
て
の
『
毛
詩
正
義
』
の
例
ま
で
数
え
る
と
、
右
の

八
十
七
例
の
ほ
か
に
、
さ
ら
に
二
百
八
十
余
例
を
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
さ
に
『
爾
雅
疏
』
の
原
資
料
は
『
毛
詩
正
義
』
で
あ
る
と

い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。

以
上
の
中
か
ら
わ
ず
か
に
二
例
だ
け
で
あ
る
が
、
以
下
に
紹
介
し
て
み
よ
う
。
先
ず
は
「
繹
器
」
篇
の
例
。

【
毛
詩
正
義
↓
-
-
-
A
 
a
・
b
】

吹
其
撃
缶
、
宛
丘
之
道
〔
蓋
謂
之
缶
〕

○
停
会
謂
之
缶
○
正
義
日
、
繹
器
文
。

孫
炎
日
「
缶
瓦
器
」
。
郭
瑛
日
「
蓋
盆
也
」
。

此
　
　
云
「
撃
缶
」
、
則
缶
是
欒
器
。

易
離
卦
九
三
「
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
豊
之
嗟
」
。
注
云
「
艮
交
也
、

位
近
丑
、
丑
上
値
弁
星
、
弁
星
似
缶
。
詩
云
吹
其
撃
缶
」
、
則
欒

【
爾
雅
疏
切
-
∞
b
・
u
 
a
】

畠
謂
之
缶
〔
盆
也
〕

○
蓋
謂
之
缶
○
秤
目
、

孫
炎
云
「
缶
瓦
器
」
。
郭
　
云
「
　
盆
也
」
。

詩
陣
風
云
「
吹
其
撃
缶
」
、
則
缶
是
柴
器
。

易
離
卦
九
三
「
不
鼓
缶
而
歌
、
則
大
書
之
嗟
」
。
注
云
「
艮
交
也
、

位
近
丑
、
丑
上
値
弁
星
、
　
似
缶
。
詩
云
炊
其
撃
缶
」
、
則
柴
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器
亦
有
缶
。

又
史
記
「
蘭
相
知
使
秦
王
鼓
缶
」
、
是
欒
器
焉
缶
也
。

案
吹
卦
六
四
「
樽
酒
正
式
用
缶
」
、
注
云
「
交
辰
在
丑
、
丑
上
値

斗
、
可
以
掛
之
象
。
斗
上
有
建
鼻
。
建
星
之
形
似
蓋
、
式
副
也
。

建
昆
上
有
弁
星
。
弁
星
之
形
又
如
缶
。
天
子
大
臣
、
以
王
命
出
合

諸
侯
、
主
國
尊
厳
韮
副
、
設
玄
酒
以
缶
」
、
別
缶
又
是
酒
器
也
。

比
卦
初
六
交
「
有
字
盈
缶
」
、
注
云
「
交
辰
在
未
、
上
値
東
井
。

井
之
水
、
入
所
汲
用
缶
。
缶
汲
器
」
。

裏
九
年
「
宋
災
」
、
左
侍
日
「
具
梗
缶
備
水
器
」
、
則
缶
是
汲
水

之
器
。

然
別
缶
是
瓦
器
、
可
以
節
柴
。
若
今
撃
鴎
、
又
可
以
盛
水
盛
酒
。

即
今
之
瓦
盆
也
。

器
亦
有
缶
。

又
史
記
「
蘭
相
加
使
秦
王
撃
缶
」
、
是
楽
器
爵
缶
也

案
吹
卦
六
四
「
樽
酒
墓
試
用
缶
」
、
注
云
「
交
辰
在
丑
、
丑
上
値

斗
、
可
以
掛
之
象
。
斗
上
有
建
星
。
建
星
之
形
似
蓋
、
式
副
也
。

建
星
上
有
弁
星
。
弁
星
之
形
又
如
缶
。
天
子
大
臣
、
以
王
命
出
合

諸
侯
、
主
國
尊
於
墓
副
、
設
玄
酒
以
缶
」
、
則
缶
又
是
酒
器
也
。

比
卦
初
六
交
「
有
字
盈
缶
」
、
注
云
「
交
辰
在
木
、
上
値
東
井
。

井
之
水
、
入
所
汲
用
缶
。
缶
汲
器
」
。

裏
九
年
「
宋
災
」
、
左
侍
日
「
具
梗
缶
備
水
器
」
、
則
缶
是
汲
水

之
器
也
。

然
別
缶
是
瓦
器
、
可
以
節
禦
。
若
今
撃
甑
、
又
可
以
盛
水
盛
酒
。

即
今
之
瓦
盆
也
。

両
者
に
は
若
干
の
文
字
の
異
同
が
あ
る
が
、
浦
鎧
は
そ
れ
ぞ
れ
に
次
の
よ
う
な
校
訂
を
施
し
て
い
る
。
た
だ
博
覧
の
浦
氏
も
、
こ
の
条

で
『
爾
雅
疏
』
と
『
毛
詩
正
義
』
と
が
一
致
す
る
事
実
に
、
或
は
気
付
い
て
い
な
か
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
校
訂
に
は
正
確
な
も
の
が
多
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
左
指
の
前
半
は
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
巻
十
二
「
毛
詩
注
疏
・
陳
風
・
宛

丘
」
の
条
、
後
半
は
巻
八
十
「
爾
雅
注
疏
・
繹
器
」
の
条
で
あ
る
。
下
に
等
者
の
知
見
を
付
記
し
た
。

「
交
辰
在
丑
」
　
誤
「
位
近
丑
」
三
字
。

阪
元
校
勘
記
は
こ
れ
を
非
と
す
る
。

15
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「
蘭
相
加
使
秦
王
鼓
缶
」

「
主
國
尊
撤
去
副
」

「
鼓
缶
」
史
記
作
「
撃
臨
」

「
掛
」
誤
「
於
」
。
従
玉
海
校
。

爾
雅
疏
を
参
考
に
し
て
い
な
い
。

匠
元
校
勘
記
は
こ
れ
を
非
と
す
る
。
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「
詩
陳
風
云
吹
其
撃
缶
」
　
　
「
陳
風
」
下
嘗
有
「
宛
丘
」
二
字
。

「
九
三
艮
交
也
、
位
近
丑
、
丑
上
値
弁
星
似
缶
」
　
脱
「
九
三
」
及
「
弁
星
」
四
字
。

「
主
國
尊
掛
蓋
副
」
　
　
「
掛
」
誤
「
於
」
。

「
比
卦
初
六
」
　
下
桁
「
交
」
字
。

「
交
辰
在
未
」
　
　
「
未
」
誤
「
木
」
。

必
ず
し
も
有
っ
た
と
は
い
え
ぬ
。

後
半
は
正
し
い
。

阪
元
校
勘
記
は
こ
れ
を
非
と
す
る
。

こ
れ
は
正
し
い
で
あ
ろ
う
。

こ
れ
は
正
し
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
『
爾
雅
疏
』
に
よ
っ
て
『
毛
詩
正
義
』
を
訂
正
で
き
る
箇
所
の
多
い
こ
と
が
了
解
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
な
お
『
爾
雅

疏
』
の
「
井
之
水
、
入
所
汲
用
缶
」
の
「
井
」
字
は
軍
疏
本
(
古
逸
叢
書
本
)
に
よ
っ
て
揃
っ
た
。
や
は
り
軍
疏
本
は
善
本
で
あ
る
。

さ
て
最
後
の
一
例
は
「
繹
木
」
篇
で
あ
る
。
こ
の
例
は
ほ
と
ん
ど
旧
注
の
引
用
の
み
か
ら
成
る
も
の
で
あ
る
が
、
『
爾
雅
疏
』
が
『
毛

詩
正
義
』
と
同
様
、
「
某
氏
」
・
「
郭
瑛
」
・
「
舎
人
」
と
い
う
順
序
で
引
用
さ
れ
て
い
る
点
、
最
後
の
「
拐
焉
異
也
」
と
い
う
コ
メ
ン

ト
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
を
八
十
七
例
の
う
ち
に
入
れ
て
お
い
た
。
ま
た
『
爾
雅
疏
』
の
「
舎
人
日
」
の
「
日
」
字
は
箪
疏
本
に

よ
っ
て
揃
っ
て
い
る
。

【
毛
詩
正
義
-
N
-
∽
-
↓
b
】

誓
彼
壊
木
、
疾
用
無
枝
〔
壊
痛
也
。
謂
傷
病
也
〕

○
侍
壊
痛
謂
傷
病
○
正
義
日
、
繹
木
云
「
痛
木
符
婁
」
。

【
爾
雅
疏
り
ー
↓
b
】

榎
木
符
宴
〔
謂
木
病
低
値
癌
腫
、
無
枝
條
〕

○
痛
木
符
婁
○
繹
日
、
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某
氏
日
「
詩
云
、
誓
披
痛
木
、
疾
用
無
枝
。
符
婁
低
値
、
内
疾
疫

盃
、
故
疾
用
無
枝
」
。

郭
瑛
日
「
謂
木
病
低
値
痩
腰
、
無
枝
條
者
」
。

舎
人
日
「
符
婁
屈
下
旬
」
、
祝
鵠
異
也
。

七
　
お
わ
日
ソ
に

某
氏
云
「
詩
云
、
誓
彼
痛
木
、
疾
用
無
枝
。
符
婁
低
値
、
内
疾
痛

露
、
故
疾
用
無
枝
」
。

郭
　
云
「
謂
木
病
低
値
癌
腫
、
無
枝
條
」
。

舎
人
日
「
符
婁
屈
下
旬
」
、
狗
爵
異
也
。

以
上
、
『
爾
雅
疏
』
と
『
五
経
正
義
』
と
が
一
致
す
る
例
を
若
干
数
紹
介
し
て
き
た
。
全
体
か
ら
い
え
ば
ほ
ん
の
わ
ず
か
の
例
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
全
数
は
次
頁
表
の
通
り
で
あ
る
(
具
体
的
箇
所
の
指
摘
は
紙
幅
の
都
合
で
省
略
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
)
。
こ
れ
以
外
の
『
周

易
正
義
』
・
『
公
羊
疏
』
・
『
穀
梁
疏
』
・
『
周
蔵
疏
』
・
『
儀
祀
疏
』
か
ら
は
そ
の
例
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
た
だ
し
こ

の
表
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、
こ
れ
に
『
経
典
繹
文
』
を
付
け
加
え
る
べ
き
で
は
あ
ろ
う
が
、
『
爾
雅
疏
』
の
原
資
料
が
『
五
経
正
義
』

で
あ
る
と
の
活
信
の
指
摘
は
、
お
お
む
ね
正
し
い
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

す
な
わ
ち
邪
品
は
『
五
経
正
義
』
の
中
か
ら
『
爾
雅
』
の
疏
と
し
て
適
当
な
材
料
を
丹
念
に
収
集
し
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
作
業

は
そ
れ
ほ
ど
困
難
で
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
そ
も
そ
も
『
爾
雅
』
は
経
書
を
解
釈
す
る
う
え
で
の
字
書
で
あ
る
。
だ
か
ら
『
爾
雅
』
に

取
り
上
げ
ら
れ
た
文
字
は
ほ
と
ん
ど
が
経
書
中
に
見
出
し
得
る
。
そ
し
て
そ
の
大
部
分
は
す
で
に
郭
瑛
注
に
よ
っ

て
探
究
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
(
付
録
表
参
照
)
。
つ
ま
り
郭
注
を
手
係
り
に
容
易
に
経
書
本
文
を
遡
及
追
跡
で

き
る
の
で
あ
っ
て
、
邪
昂
は
そ
の
箇
所
の
『
五
経
正
義
』
を
引
い
て
く
れ
ば
よ
か
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
こ
の
点
が

『
論
語
正
義
』
の
場
合
と
は
異
な
る
。

た
だ
付
録
「
爾
雅
注
疏
引
書
表
」
の
「
郭
注
」
の
項
と
、
右
表
を
見
比
べ
て
み
る
と
き
、
『
爾
雅
』
が
五
経
を

は
じ
め
『
周
祀
』
・
『
儀
祀
』
・
『
公
羊
侍
』
等
と
の
関
係
も
予
想
さ
れ
る
の
に
対
し
、
『
爾
雅
疏
』
は
は
と
ん
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ど
『
毛
詩
正
義
』
と
『
春
秋
正
義
』
の
両
正
義
を
中
心
に
そ
の
材
料
を
収
集
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
つ
ま
り
『
五
経
正
義
』
全
体
か

ら
ま
ん
べ
ん
に
採
録
し
た
の
で
は
な
い
。
『
爾
雅
疏
』
の
旧
注
輯
侠
に
遺
漏
が
あ
る
の
は
、
活
儒
の
不
満
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

な
お
行
論
の
途
中
で
し
ば
し
ば
浦
鑓
『
十
三
経
注
疏
正
字
』
に
言
及
し
た
。
こ
の
書
物
は
玩
元
の
校
勘
記
以
前
の
著
作
で
あ
り
、
阪
元

も
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
は
い
る
も
の
の
、
い
ま
な
お
我
々
に
有
益
な
校
訂
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
良
書
だ
と
い
え
よ
う
。

最
後
に
前
稿
と
本
稿
と
を
併
せ
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
六
朝
時
代
の
「
義
疏
」
は
、
唐
初

に
『
五
経
正
義
』
と
し
て
ま
と
め
ら
れ
て
完
結
し
た
か
に
見
え
た
が
、
唐
末
五
代
を
経
て
北
宋
初
め
に
至
り
、
印
刷
刊
本
と
し
て
、
お
そ

ら
く
よ
り
多
く
の
読
者
を
得
、
さ
ら
に
は
ま
た
『
論
語
正
義
』
・
『
爾
雅
疏
』
　
(
そ
し
て
『
孝
経
疏
』
)
と
し
て
装
い
を
新
た
に
再
生
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
邪
疏
は
依
然
と
し
て
漢
唐
訓
話
の
学
の
段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
道
学
の
祖
と
い
わ
れ
る
か
の

周
敦
朗
が
生
ま
れ
る
の
は
、
『
爾
雅
疏
』
が
修
定
さ
れ
た
成
平
四
年
(
一
〇
〇
一
)
よ
り
さ
ら
に
十
六
年
の
後
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
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付録・爾雅注疏引書表
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On The Er-ya-shu爾雅疏

Fumichika NOMA

This present paper is a study The Er-ya-shu compiled by Xing-

Bing　邪害In conclusion, I point out the fact that The Er-ya-shu

have many the same contents of commentary as The Wujing-Zhengyi

五経正義, especially, as The Maoshi-Zhengyi毛詩正義　and The

Chunqiu-Zhengyi春秋正義have.




